
ト
ピ
ッ
ク
ス

Environmental Management Report 2018 7

★のマークの解説はP72.P73の用語解説をご覧下さい

　三重大学環境ISO学生委員会の多年にわたる活動が

認められ、平成29年度地域環境保全功労者表彰（環境大

臣表彰）を受賞しました。環境省では、環境保全、地域環

境保全および地域環境美化に関して顕著な功績があっ

た者または団体に対し、毎年度、環境大臣による表彰を

行っています。平成29年6月14日、グランドアーク半蔵門

にて表彰式が開催され、環境ISO学生委員7名と環境ISO

推進部門長の梅崎 輝尚教授が出席しました。

環境ISO学生委員会が地域環境保全功労者表彰（環境大臣表彰）受賞

環境ISO学生委員会と梅崎教授（H29.06.14） 表彰状

　三重大学環境ISO学生委員会は、津市より「津市環境功

労者」を受賞しました。

　「津市環境功労者」は、ごみの減量化およびリサイクル

資源化ならびに自然保護、環境美化などの環境保全活動

に積極的に取り組んでいる団体・個人に贈られます。

　平成29年11月26日、メッセウイング・みえで開催され

た「つ・環境フェスタ」にて表彰式が開催され、環境ISO学

生委員会2名と環境ISO推進部門長の梅崎 輝尚教授が

出席し、委員長が環境ISO学生委員会の取り組みについ

て発表しました。

環境ISO学生委員会が津市環境功労者表彰受賞

環境ISO学生委員会と梅崎教授（H29.11.26） 環境功労者取り組み発表（H29.11.26）

　平成29年11月7日、三重県総合文化センターにおい

て平成29年度教育功労者表彰が開催され、工学研究科

の菅原 洋一教授（現名誉教授）が学術文化功労を受賞

しました。

　「教育功労者表彰」は、三重県教育委員会が県内の教

育および学術の発展並びに文化財の保護顕彰に功績顕

著な個人や団体に対し、その労に報いると共に、今後の

教育、学術および文化財保護の発展振興に資することを

目的として行う、平成29年度で59回目を迎える歴史あ

る表彰です。

　菅原教授は、専修寺唐門・太鼓門・山門（津市）や旧長

谷川家住宅（松阪市）の調査を始めとする東海地域の文

化財保護への貢献が認められ、学術文化功労を受賞し

ました。

平成29年度教育功労者表彰受賞
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　平成29年度上浜キャンパス(附属病院を除く)では、環境

方針における教育・研究・社会貢献・業務運営の4項目に対

し、13項目の目的・20項目の目標・29項目の具体的取り組

みをEMS年間実施計画に定め、各部局で実施致しました。

達成率
100％以上

達成率
80％以上

達成率
80％未満

全学の取り組み

環境目的・環境目標および具体的取り組みの達成度

環境目標の達成度評価基準

（2回）

（3講座）

（10科目）

（3回）

（3回）

（7回）

（1回）

（1回）

（1回）

（5回）

（3回）

（4回）

A-1： 教養教育のカリキュラムの
中からEMS関連講座を実施

EMS関連講座実施施策は計画通
り達成しました。

環境インターンシップの施策は
計画通り達成しました。

学生対象の説明会は計画以上達
成しました。

A-2:環境インターンシップ／国
際環境インターンシップの実施

環境インターンシップの周知の施
策は計画以上の実績がありました。

A-4：学内において、エネルギー・
環境マネジャー段位制度試験1回
の計画に対し4回実施

A-5：学生対象の説明会を2回の
計画に対し3回実施

A-6：選択科目10科目の開設

方針（H29年度）

教
育

研
究

目的 目標 具体的な取り組み 目標達成状況の図

評
価

根
拠

評
価

根
拠

A-3:環境インターンシップ周知
施策１回の計画に対し3回実施

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

評
価

段位制度試験の実施施策は計画
以上達成しました。

評
価

評
価

新規講義開設は計画通り達成し
ました。

評
価

評
価

評
価

評
価

評
価

評
価

根
拠

1.持続可能な社会
の実現に向けて、
地球規模で環境を
学んで地域に立脚
し実行できるよう、
鋭い観察力、強靭
な思考力、的確な
判断力を養うため
の環境教育プログ
ラムを開発し、先
進的な環境知識と
行動力、環境マイ
ンドを兼ね備えた
学生を社会に輩出
する。

教養教育に
おける学際
的環境教育シ
ステムの構築

学内外の環
境教育プロ
ジェクトへの
支援と連携

スマートキャ
ンパス（ハー
ド面）の施設・
設備を運用

学内実施の
環境関連研
究の情報集
約

環境関連研
究を促進・応
用する体制
の運用

環境報告書
の作成公表

環境情報発
信のICT活用

環境情報の
発信

科学的地域
環境人材育
成プログラ
ム実施体制
の整備

エネルギー・環
境マネジャー段
位制度を活用
した人材育成
の機会の創出

環境マイン
ドの育成

地球温暖化防
止、自然共生な
どの革新技術
の研究力強化

地域環境人
材の育成

環境研究情
報の充実

2.地域の企業・行
政・研究機関との
協働による環境科
学技術研究を重点
的に推進する。大
学キャンパスや施
設を活用し、地球
温暖化防止、自然
共生、資源・エネル
ギー利用などの革
新技術の実現化立
証に供する。

3.自然環境を生かし
た美しい大学として
施設を創設・整備して
市民に開放しつつ、
地域社会で活動する
各種環境団体・市民
団体・企業・行政など
との協力関係を結ん
で地域との協働の場
として活用し、情報発
信の拠点とする。

エネルギー需要の最適管理の研究
の施策は計画以上達成しました。

環境関連研究の情報集約施策は
計画通り達成しました。

環境研究の情報発信を充実させ
る施策は計画以上達成しました。

環境報告書作成の施策は全て計
画通り達成しました。

ホームページを活用した情報発信
の施策は計画通り達成しました。

C-1：三重大学の環境報告書を作
成・公表

C-2：読者対象を変えた環境報告
書の作成

C-3：ICTを活用した環境情報発信の
回数は、4回の計画に対し5回実績

B-1:最適管理の研究数を3回の
計画に対し7回実施

B-2:全学部対象に環境関連研究
の実施調査を実施

B-3：ＳｃｉＬｅｔｓＷｅｂサイトにより情
報発信回数を1回の計画に対し3
回実施

達成度
（）内は実績値

達成度 目標基準

達成度

基準

未実施

0

未達成

1

9割達成

3

目標基準

4

目標超

5

達成度 目標基準

達成度

基準

未実施

0

未達成

1

9割達成

3

目標基準

4

目標超

5

5

4

3

2

1

0

A-1

A-4

B-1

B-2B-3

A-2

A-3

A-6

A-5

5

4

3

2

1

0

社
会
貢
献



環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
概
要

Environmental Management Report 2018 61

根
拠

根
拠

根
拠

（2回）

（5回）

（3回）

（1回）

（1回）

（6回）

（0.18％増）

（1件）

（86回）

（230回）

（4回）

（12回）

（104回）

（75名）

社
会
貢
献

業
務
運
営

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

根
拠

評
価

評
価

評
価

評
価

評
価

評
価

評
価

評
価

評
価

評
価

評
価

評
価

評
価

評
価

科学的地域
環境人材育
成プログラ
ム実施

環境情報の
発信

地域社会と
連携による、
環境コミュ
ニケーショ
ンの創出

学生および
外部との環
境コミュニ
ケ―ション

適正な廃液
の収集

排 出 者（ 学
生）への適正
処理の指導

実験廃液の
適正処理

フロン排出抑
制法に基づく
フロン使用機
器の適正管理

フロン使用
機器の適正
管理

定期内部監
査の実施

改訂のEMS
の運用評価

スマートキャ
ンパス（ソフト
面）のMIEUポ
イントの運用

省エネ・環境
活動の定着
化

エネルギー
使用設備の
合理化の実
施

エネルギー
使用量の合
理化

紙の適正使用
方法の継続と
不要（ミス）コ
ピーの削減

紙の使用量
の削減

3.自然環境を生か
した美しい大学と
して施設を創設・整
備して市民に開放
しつつ、地域社会で
活動する各種環境
団体・市民団体・企
業・行政などとの協
力関係を結んで地
域との協働の場と
して活用し、情報発
信の拠点とする。

4 . 全学が、I S O
14001規格に準
拠した環境マネジ
メントシステムを
運用することによ
り、大学自らが資源
の利活用やエネル
ギー消費低減に努
め、低炭素社会・循
環型社会の実現に
向けて努力する。

受講者確保は計画以上達成しま
した。

サテライト活用のＳｃｉＬｅｔｓ情報発
信施策は計画通り達成しました。

環境ISO学生委員会主体の施策
は計画通り達成しました。

環境ISO学生委員会の活動支援
施策は計画通り達成しました。

環境・情報科学館のプラット
フォームとしての提供は計画以上
達成しました。

C-8：教職員、学生、地域社会への提
供は70回の計画に対し104回実施

C-7：環境ISO学生委員会の支援
活動の実施

廃液の処理の施策は計画通り達
成しました。

講義の実施は計画通り達成しま
した。

フロン使用機器の簡易点検施策
は全て計画通り達成しました。

定期内部監査は計画通り達成し
ました。

MIEUポイントの運用を継続施策
は計画以上達成しました。

エネルギー使用量を基準年(平成
27年度）比2％以上削減施策は
未達成でした。

D-8：各部局は、エネルギー使用量
削減の運用改善テーマを定め、実行

D-5：MIEUポイントの運用の打
合せは2回計画に対し6回実施

D-6：エネルギー使用量2％削減
目標に対し未達成

紙の適正使用施策は計画以上達
成しました。

D-7：LED照明化の導入を実施

D-9：年間紙の購入量を管理

省エネ機器の導入の施策は計画
通り達成しました。

各部局のエネルギー使用改善テー
マの施策は計画通り達成しました。

D-4：定期内部監査の実施

D-2：大気や水質の浄化に関する
講義を実施

D-3： 4半期ごとの簡易点検の実
施の呼び掛け

D-1：収集した廃液の分析と廃棄
処理の実施

C-6：環境ISO学生委員会主体によ
る、町屋海岸再生プロジェクトの実施

C-4：社会人受講生の確保目標
は、大幅に達成

C-5：サテライトを活用したＳｃｉＬ
ｅｔｓセミナーを2回実施

方針（H29年度） 目的 目標 具体的な取り組み 目標達成状況の図達成度
（）内は実績値

達成度 目標基準

達成度

基準

未実施

0

未達成

1

9割達成

3

目標基準

4

目標超

5

達成度 目標基準

達成度

基準

未実施

0

未達成

1

9割達成

3

目標基準

4

目標超

5

D-1

D-7
D-6

D-5

D-4

D-3

D-2D-12

D-11

D-10

D-9

D-8

5

4

3

2

1

0

5

4

3

2

1

0

C-1

C-2C-8

C-3C-7

C-4C-6

C-5
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環境マネジメントシステムの点検・環境内部監査

　本学の環境マネジメントシステムが、環境方針に整合し

た環境の計画が策定され、それらが適切に実施し維持さ

れて、意図した環境活動の成果が出ているのかを確認す

るために、環境内部監査を行います。平成29年度は、実施

時期を見直して、夏期の7月から9月に定期内部監査を実

施しました。環境内部監査は、これまでの年度末の1月か

ら3月の実施を見直すことで、大学業務の定期試験や入試

業務などと重なることが無くなり、また、効果としてエネ

　平成29年度の環境内部監査員養成研修は、学生対象

の教養教育の授業として前期（平成29年8月29日から9

月1日）と後期（平成30年2月19日から22日）の集中講

義が開催され14名の学生と、教職員24名に環境内部監

査員の資格を付与しました。

　平成30年3月1日現在、環境内部監査グループには

273名 （教職員198名、学生75名）の環境内部監査員が

登録されています。また、監査員の資格を持つ卒業生・退

職者・異動者はあわせて合計602名の監査員を養成した

ことになります。

ルギー使用の多い、夏期の省エネ実施を確認評価するこ

とができました。

　本学の環境内部監査は、環境内部監査員の資格を有す

る教職員ならびに、教養教育科目「環境内部監査員セミ

ナー」を修了し、環境内部監査員の資格を有する学生が実

施します。本学の教育機関である特徴を活かし、学生が本

学の環境への取り組みを理解し環境活動をする機会を増

やすため、積極的に参加していることが大きな特徴です。

■ 環境内部監査員の養成および資格付与

環境内部監査員養成研修（H29.09.01）

環境目的別実績達成率（具体的施策の達成率）（H25～H29年度）

25年度 　 26年度　  27年度　  28年度　  29年度

5

4

3

2

目標達成

目標基準

目標未達成

環境教育 環境研究 社会貢献 業務運営

※具体的取り組みに対する評価は、国際環境教育研究センターが平成29年度EMS年間実施計画の実績からまとめた内容です。

　平成29年度は、全学共通した環境目的・目標に対して、

記載の「全学の取り組み」以外に「部局独自の具体的な取

り組み」を各部局が計画策定し運用を行い、全ての項目

において計画以上の実績をあげています。（下図）

　詳しくは、国際環境教育研究センターホームページに

掲載しています。URL   http://www.gecer.mie-u.ac.jp/

（78回）

（64回）

（完了）

根
拠

根
拠

根
拠

評
価

評
価

評
価

廃棄物排出
時の資源分
別手順の確
立と学内周知

PCB(ポリ塩
化ビフェニ
ル）の適正
処理

廃棄物排出
量の削減

D-10： 3Rの利活用は65回の計
画に対し78回実績

ICTを用いてリサイクル情報の周
知は計画以上達成しました。

D-11：ICTを用いてリサイクル情
報を全学に周知・実行

高濃度PCBおよび低濃度PCBの
適正処理は完了しました。

D-12：保管していたPCBは廃棄
処理を実施

3Rの利活用施策は計画以上達成
しました。

方針（H29年度） 目的 目標 具体的な取り組み 目標達成状況の図達成度
（）内は実績値

業
務
運
営

4 . 全学が、I S O
14001規格に準
拠した環境マネジ
メントシステムを
運用することによ
り、大学自らが資源
の利活用やエネル
ギー消費低減に努
め、低炭素社会・循
環型社会の実現に
向けて努力する。


